
複
数
の
視
点
か
ら
理
解
す
る
時
代
（
２
０
１
６
・
４
・
１
９
） 

  

ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
作
家
で
あ
っ
た
ア
ー
ト
・
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ル
ド
に
「
だ
れ
が
コ
ロ
ン
ブ
ス
を
発
見
し
た
か
」
と
い
う
短

文
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
は
一
四
九
二
年
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
発
見
し
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
そ
の
上
陸
し
た
小

島
に
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
一
行
を
出
迎
え
た
先
住
民
族
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
の
短
文
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

社
会
で
は
特
定
の
立
場
か
ら
記
述
さ
れ
た
歴
史
が
流
布
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
発
見
に
つ
い
て
は
数
万
年
前
に
ア
ジ
ア
か
ら
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
渡
来
し
て
き
た
と
さ
れ
る
人
々
を

別
格
に
し
て
も
、
一
一
七
〇
年
代
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
到
達
、
一
四
二
〇
年
代
の
中
国
明
朝
の
艦
隊
の
到
達
な
ど
、
明
確
な

証
拠
が
存
在
し
な
い
諸
説
も
あ
る
。
さ
ら
に
一
〇
〇
〇
年
頃
に
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
半
島
の
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
集
団
が
現
在
の

カ
ナ
ダ
の
東
部
に
到
達
し
て
定
住
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
課
題
は
数

多
く
存
在
す
る
。 

 

昨
年
八
月
、
北
米
大
陸
に
標
高
六
一
九
四
㍍
の
デ
ナ
リ
と
い
う
高
峰
が
誕
生
し
た
。
地
殻
変
動
や
火
山
爆
発
に
よ
る
も
の

で
は
な
く
、
ア
ラ
ス
カ
に
あ
る
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
を
ア
メ
リ
カ
政
府
が
改
名
し
た
の
で
あ
る
。
元
来
、
地
域
の
先
住
民
族
は
偉

大
な
る
存
在
と
い
う
意
味
の
デ
ナ
リ
と
名
付
け
て
い
た
が
、
ア
ラ
ス
カ
に
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
殺
到
し
て
き
た
人
々
が
、

大
統
領
候
補
者
Ｗ
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
応
援
の
意
味
で
一
八
九
六
年
に
勝
手
に
改
名
し
て
い
た
。
そ
れ
が
今
回
、
復
元
さ
れ
た

の
で
あ
る
。 

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
中
央
に
あ
る
世
界
第
二
の
巨
岩
は
先
住
民
族
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
ウ
ル
ル
と
名
付
け
て
神
聖
な
存
在

と
し
て
い
た
が
、
一
八
七
〇
年
代
に
大
陸
横
断
を
し
た
探
検
隊
長
が
世
話
に
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
督
Ｈ
・
エ
ア
ー
ズ

に
御
礼
の
気
持
で
エ
ア
ー
ズ
・
ロ
ッ
ク
と
命
名
し
た
。
し
か
し
、
返
還
請
求
に
よ
り
、
一
九
八
六
年
に
先
住
民
族
に
返
還
さ

れ
、
名
称
も
ウ
ル
ル
に
復
元
さ
れ
た
。
経
緯
に
無
知
な
人
々
が
登
山
し
て
い
る
が
、
先
住
民
族
に
は
侮
辱
以
外
の
何
物
で
も

な
い
。 

 

ア
メ
リ
カ
で
は
侵
入
し
て
き
た
人
々
と
先
住
民
族
と
の
対
立
が
現
在
で
も
顕
著
に
な
る
事
例
が
あ
る
。
一
一
月
第
四
木
曜

は
感
謝
祭
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
祝
日
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
て
き
た
人
々
が
食
料
や

種
子
を
提
供
し
て
く
れ
た
先
住
民
族
に
感
謝
の
祝
宴
を
開
催
し
た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
以
来
、

先
住
民
族
は
当
日
を
全
米
哀
悼
記
念
日
と
し
て
い
る
。
祖
先
が
略
奪
さ
れ
虐
殺
さ
れ
た
歴
史
を
想
起
す
る
目
的
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
が
証
明
す
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
以
後
、
帝
国
主
義
が
世
界
に
跋
扈
し
て
、
世
界
各
地
で
先
住
民
族
の
領
地
が
略

奪
さ
れ
、
文
化
が
破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
最
近
、
復
元
の
兆
候
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
例
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
国
旗
を
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
を
象
徴
す
る
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
と
南
十
字
星
の
模
様
か
ら
、
シ
ダ
と
南
十
字
星
の
模

様
に
変
更
す
る
提
案
で
あ
る
。
国
民
投
票
で
否
決
さ
れ
た
が
、
シ
ダ
は
先
住
民
族
マ
オ
リ
が
崇
拝
す
る
神
聖
な
植
物
で
あ
る
。 

 

科
学
万
能
の
風
潮
も
騒
動
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ハ
ワ
イ
の
標
高
四
二
〇
五
㍍
の
高
峰
マ
ウ
ナ
・
ケ
ア
の
山
頂
に
は
一
二

の
天
体
観
測
施
設
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
現
在
、
口
径
三
〇
㍍
の
超
大
型
望
遠
鏡
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
、
こ
の
建
設

に
反
対
す
る
人
々
が
頂
上
へ
の
道
路
を
封
鎖
す
る
と
い
う
実
力
行
使
が
発
生
し
た
。
天
文
学
者
に
と
っ
て
は
宇
宙
の
仕
組
の

解
明
に
役
立
つ
と
期
待
す
る
施
設
で
あ
る
が
、
先
住
民
族
の
立
場
か
ら
は
神
聖
な
山
頂
を
侮
辱
す
る
我
慢
で
き
な
い
行
為
で

あ
る
。 

 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
分
野
の
偉
才
ア
ラ
ン
・
ケ
イ
に
「
視
点
は
Ｉ
Ｑ
八
〇
に
相
当
す
る
」
と
い
う
名
言
が
あ
る
。
物
事
を
観
察

す
る
視
点
が
結
論
の
八
割
を
決
定
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
今
回
紹
介
し
た
の
は
歴
史
の
事
例
で
あ
る
が
、
昨
今
の
企
業

経
営
も
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
ム
ヒ
カ
元
大
統
領
の
指
摘
の
よ
う
に
、
強
欲
資
本
主
義
の
視
点
に
片
寄
り
す
ぎ
て
い
る
。
複
数
の

視
点
か
ら
事
態
を
観
察
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
時
代
で
あ
る
。 


